
５　教育支援センター（ふれあい教室）・ふれあい相談 

　 

（１）　教育支援センター（ふれあい教室） 

目　  的　　集団生活への適応・基礎学力の補充・基本的生活習慣の改善のための相談・適応指導

を行う。そして、児童・生徒の学習機会を確保し、社会的自立に向けた支援をする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

場　  所　　（三原教室）三原リージョンプラザ２階 

　　　　　　　　  三原市円一町２丁目１番１号　　　TEL ０８４８－６４－７２０１ 

　　　　　　　　（本郷分室）三原市本郷生涯学習センター内　　　　 

三原市本郷南６丁目２５番１号　　TEL ０７０－１２５８－４０５２ 

　　　　　　　　（北部分室）大和文化センター内 

　　　　　　　　　三原市大和町下徳良１１１番地　　TEL０８０－４１９８－５４７９ 

開 設 日　  月曜日～金曜日　９：５０～１５：００ 

指導内容    学習指導・卓球・バドミントン・体験活動・美術鑑賞等 

　　　　　　（※本郷分室及び北部分室は卓球・バドミントンを除く） 

対 象 者 　 不登校の児童・生徒で教育相談により入室が望ましいと判断された者 

指 導 者 　 青少年指導相談員 

 

（２）　ふれあい相談 

　　相談活動　  不登校・いじめ・友人関係の悩み等について相談に応じる。 

　　場　  所　　三原リージョンプラザ２階（月曜日～金曜日　９：００～１６：３０） 

　　相 談 員  　青少年指導相談員　　　 

　 

（３）　教育支援センターの時程と行事予定（三原教室） 

　【時　程】 

　　　１０：００～１０：１０　　朝の会・ラジオ体操 

１０：１０～１１：００　　学　習 １ 

１１：００～１１：１０　　休　憩 

１１：１０～１２：００　　学　習 ２ 

１２：００～１３：００　　昼食・休憩 

１３：００～１４：３０　　ふれあい活動（月・水・木・金曜日） 

　　学　習 ３（火曜日、第１・３木曜日） 

　１４：５０～１５：００　　帰りの会 

 

【行　事】 

 

　　　体験活動、美術鑑賞、料理教室等　 

 

　　　保護者懇談（7･12月）、・学校連携（7･12･3月） 

　 

　　　 

 

 

 

 

 

　　　　　　 

　　　　　　　　　　　　　　 

令和６年度 

  　　三原市教育支援センター要覧 

 　  　　　 （三原ふれあい教室） 

 

 

 

　　　　　　　　　 

　 

 

 

 

 

 

 

　　　　    

三原市教育委員会学校教育課　三原市教育支援センター 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　T E L　０８４８－６４－７２０１  （三原教室） 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０７０－１２５８－４０５２（本郷分室） 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０８０－４１９８－５４７９（北部分室） 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 F A X　０８４８－６２－１３５３   （三原教室） 

 

三原教室　　　　　　　　　　　　　本郷分室　　　　　　　　　　　北部分室 

　 

 

 

 

 

　　　　 

 

 

 

　　　　 

 

 

 

＊月・水曜日 

　　　卓球 

＊金曜日 

　　　図書館利用 

＊第２・４木曜日 

　　 　　 バドミントン



 

 

１　教育支援センター（ふれあい教室） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２　教育支援センター通室手続き 

 

①　教育相談の申し込み　学校からふれあい教室へ申し込む。 

　　　 

②　教育相談　　　　　 保護者・本人が出席して相談をする。 

 

③　体験通室　　　　　 通室して学習できるか体験する。 

 

④　通室希望　　　　　 申請書の作成　（様式１）　 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　保護者から校長へ申込書を提出する。 

 

⑤　通室申し込み　　　 教育委員会へ申し込む。（様式２） 

　　　　　　　　　　　　　　　      　保護者からの様式１（写し）と校長からの様式２を 

提出する。 

 

⑥　通室承諾 　　　　　教育委員会から校長へ承諾書を送付する。（ 様式３-１ ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　    　 教育委員会から校長経由で保護者へ送付する。（ 様式３-２ ） 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  

⑦  通　　室　　　　　 状況の連携をする。 

 

        　⑧　社会的自立　　　　 

 

 

３　通室児童・生徒数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４　教育支援センター職員 

 

 

 

 
年度

申請者数 

（小学校・中学校）

中学 3 年生による高校への進学 

（進学数／在籍数）

 ２９ １０人（　０人・１０人） ４人／４人

 ３０ １８人（　３人・１５人） ９人／９人

 ３１(R1) 　７人（　１人・　６人）  ４人／４人

 Ｒ２ ２４人（　８人・１６人） ７人／７人

 Ｒ３ ２９人（　８人・２１人） １０人／１０人

 Ｒ４ ３４人（１２人・２２人） ８人／８人

 Ｒ５ ２９人（　４人・２５人） １０人／１０人

 職　　　　　種 氏　　　　　名

 青少年指導相談員 室長 土 生   裕 美（三原教室担当）

 青少年指導相談員 原　　　　克　幸（三原教室担当）

 青少年指導相談員 加　島　　美紀夫（三原教室担当）

 青少年指導相談員 藤　田　　光　洋（本郷分室担当）

 青少年指導相談員 今　田　　大　助（本郷分室担当）

 青少年指導相談員 角　谷　　真　司（北部分室担当）

 青少年指導相談員 平　賀　　智　明（北部分室担当）

集団生活への適応  

 

・集団適応能力の向上 

・活動意欲の喚起 

・他者理解、自己理解 

・自信の回復 

 

【活動内容】 

・達成感を味わう活動 

卓球・バドミントン等 

自治的・自発的な活動の 

企画・運営等 

 

・成就感を味わう活動 

料理教室 

 

・人間関係の構築や自然探検 

体験活動 

 

・感性や科学的認識を豊かにす

る活動 

美術鑑賞

開　設　の　目　的 

　心理的要因等により登校できない児童・生徒に対して、集団生活への適

応・基礎学力の補充・基本的生活習慣の改善等のための相談・適応指導を

行う。そして、児童・生徒の学習機会を確保し、社会的自立に向けた支援

をする。 

学習支援  

 

・学力補充 

・個別指導 

・学習相談 

・習熟度別教材の提供 

・進路相談 

・学習意欲の向上 

 

　　　　　　　　　　　　　　 

 

　　　　　　　　　　　　　 

 

　保護者面談・学校連携・諸機関連携　等

 

相談活動  

 

●自己実現 

・進路指導、自己選択 

・自己達成感 

・自己肯定感 

 

 

●自己表現 

・集団への適応を促す交流 

・行事への参加や創作活動 

 

 

●自己開示 

・対人関係の緊張緩和 

・不安の軽減 

「傾聴・受容・共感」 

 

 

●自己認識 

・自分の強みを知る

集団生活への適応 基礎学力の補充

学習機会を確保し、社会的自立に向けた支援をするために

基本的生活習慣の改善等


